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当社取締役会の実効性評価の概要に関するお知らせ 
 

 

当社取締役会は、より充実したコーポレートガバナンス体制の構築と中長期的な企業価値向上を目指すため、株

式会社東京証券取引所が定める「コーポレートガバナンス・コード」に基づき、取締役会の実効性に関する評価を

実施いたしましたので、その結果の概要について、下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

 

１． 取締役会実効性評価の方法 

当社取締役及び監査役全員（社外役員含む計 11 名）に対して、「取締役会評価に関する質問票」による無記

名回答方式でのアンケートを実施し、全員から回答を得ました。なお、「取締役会評価に関する質問票」におい

ては、各取締役・各監査役より、当社取締役会の改善を検討すべき点など自由な意見や提案を求めております。

主な質問事項は、取締役会の規模、構成、運営状況（社外役員に対する支援体制を含む。）、指名・報酬委員会、

株主・投資家との関係などからなっております。 

 

２． 取締役会の実効性に関する分析及び評価結果の概要 

 上記による評価の結果、当社の取締役会は、事業規模に適した構成と員数を備えており、持続的な成長を実

現するための経営課題の解決に向けた多岐にわたる施策に関する実質的な議論が、中立・公正かつ活発に行わ

れております。また、取締役会の運営状況（議題設定、資料の内容や配布）、社外役員への情報提供などの面に

おいて、多様な経験と専門性を有する各取締役等がその機能を十全に発揮するという目的に照らし、取締役会

の実効性が確保されていることを確認いたしました。 

 一方で、中長期的な経営戦略と同経営戦略に基づく計画の進捗検証に関する議論のさらなる充実、取締役会

の審議内容の早期準備、指名・報酬委員会の議題設定や審議のあり方等の点については、今後の対処すべき課

題であることを確認いたしました。 

 

３． 今後の対応 

 当社グループは、企業の持続的成長と持続可能な社会の両立を実現するため、当社グループが目指す姿を「未

活性空間の価値を最大化する事業創造会社」と再定義し、その第一段階として、中期経営計画（2022 年 11 月

期より３年間）を策定しました。取締役会においては、その着実な遂行を継続的に審議・検証するための十分

な議論の機会と時間を確保するなど、取締役会の実効性にかかる課題解決に向けた継続的な取り組みを行い、

取締役会の実効性について更なる向上を図ってまいります。 

 また、取締役会の実効性に関する分析・評価は今後も継続的に実施してまいります。 
以 上 


